「農地・水・環境保全向上対策に関する実施方針」新旧対照表
	改　　　正　　　後
	改　　　正　　　前
	摘　要

	農地・水・環境保全向上対策に関する実施方針
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１９年４月１６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２０年４月　７日改正
平成２１年４月１０日改正
                                平成２２年６月　３日改正
　　　　　　　　　　　　北海道農地・水・環境保全向上対策協議会
Ⅰ　地域協議会の本対策の実施に関する基本的考え方　　［略］
Ⅱ　効果的な対策実施に関する事項　　［略］
Ⅲ　その他必要な事項　　［略］
別紙1  ［略］
別記１　
北海道地域活動指針項目の説明
１ 田の活動指針
（１） 基礎部分［略］
（２） 誘導部分
  ア　農地・水向上活動
ａ　機能診断・ｂ　計画策定　［略］
　　ｃ　実践活動
　　【農用地に関する項目】
　　　□畦畔の再築立・□農用地法面の初期補修　［略］
　　　□鳥獣害防護柵の適正管理
　　　　・鳥獣被害防止のための防護柵の下草刈りや簡易補修等による
　　　　　適正な管理を行うこと。
  　　□防風ネットの適正管理～□融雪排水促進のための溝切り［略］
　　【開水路（ゲート等含む）に関する項目】～【農道に関する項目】

［略］
　イ　農村環境向上活動　［略］
別記１：注）［略］
：注2）平成22年4月1日付け改正の「鳥獣害防護柵の適正管理」の説
明については、平成22年4月1日以降の活動から適用されるもので
ある。
	農地・水・環境保全向上対策に関する実施方針
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１９年４月１６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２０年４月　７日改正
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２１年４月１０日改正
　　　　　　　　　　　　北海道農地・水・環境保全向上対策協議会
Ⅰ　地域協議会の本対策の実施に関する基本的考え方　　［略］
Ⅱ　効果的な対策実施に関する事項　　［略］
Ⅲ　その他必要な事項　　［略］
別紙1  ［略］
別記１　
北海道地域活動指針項目の説明
１ 田の活動指針
（１） 基礎部分［略］
（２） 誘導部分
  ア　農地・水向上活動
ａ　機能診断・ｂ　計画策定　［略］
　　ｃ　実践活動
　　【農用地に関する項目】
　　　□畦畔の再築立・□農用地法面の初期補修　［略］
　　　□鳥獣害防護柵の適正管理
　　　　・鳥獣被害防止のための防護柵の下草刈りや簡易補修等による
　　　　　適正な管理を行うこと。又は、新たに鳥獣害防護柵を設置し、

　　　　　適正な管理を行うこと。
  　　□防風ネットの適正管理～□融雪排水促進のための溝切り［略］
　　【開水路（ゲート等含む）に関する項目】～【農道に関する項目】　
　［略］
　イ　農村環境向上活動　［略］
別記１：注）［略］
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	改　　　正　　　後
	改　　　正　　　前
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	別記２　
北海道地域活動指針項目の説明
２ 畑の活動指針
（１） 基礎部分［略］
（２） 誘導部分
  ア　農地・水向上活動
ａ　機能診断・ｂ　計画策定　［略］
　　ｃ　実践活動
　　【農用地に関する項目】
　　　□農用地法面の初期補修　［略］
　　　□鳥獣害防護柵の適正管理
　　　　・鳥獣被害防止のための防護柵の下草刈りや簡易補修等による
　　　　　適正な管理を行うこと。
　　　　・鳥獣被害防止のための有害駆除について、ワナ等による捕獲
　　　　　を行うこと。
 　　　　(※ワナについては、防護柵と併用している地区があるのであ
　　　　　れば可)
　　　　・農業被害が増加している特定鳥獣（エゾシカ）の食害等を回
　　　　　避するため保護管理に向けた被害状況や目撃情報の収集活動
　　　　　や捕獲の活動をすること。
　　　□防風ネットの適正管理～□融雪排水促進のための溝切り［略］　　【パイプライン（防除用水施設やポンプ場、調整施設等含む）に関
する項目】～【農道に関する項目】　　［略］
　イ　農村環境向上活動　［略］
別記２：注）［略］
：注2）平成22年4月1日付け改正の「鳥獣害防護柵の適正管理」の説
明については、平成22年4月1日以降の活動から適用されるもので
ある。
別記３　
北海道地域活動指針項目の説明
３ 草地の活動指針
（１） 基礎部分［略］
（２） 誘導部分
  ア　農地・水向上活動
ａ　機能診断・ｂ　計画策定　［略］
　　ｃ　実践活動
	別記２　
北海道地域活動指針項目の説明
２ 畑の活動指針
（１） 基礎部分［略］
（２） 誘導部分
  ア　農地・水向上活動
ａ　機能診断・ｂ　計画策定　［略］
　　ｃ　実践活動
　　【農用地に関する項目】
　　　□農用地法面の初期補修　［略］
　　　□鳥獣害防護柵の適正管理
　　　　・鳥獣被害防止のための防護柵の下草刈りや簡易補修等による
　　　　　適正な管理を行うこと。又は、新たに鳥獣害防護柵を設置し、
　　　　　適正な管理を行うこと。
　　　　・鳥獣被害防止のための有害駆除について、ワナ等による捕獲
　　　　　を行うこと。
 　　　　(※ワナについては、防護柵と併用している地区があるのであ
　　　　　れば可)
　　　　・農業被害が増加している特定鳥獣（エゾシカ）の食害等を回
　　　　　避するため保護管理に向けた被害状況や目撃情報の収集活動
　　　　　や捕獲の活動をすること。
  　　□防風ネットの適正管理～□融雪排水促進のための溝切り［略］
　　【パイプライン（防除用水施設やポンプ場、調整施設等含む）に関
　　する項目】～【農道に関する項目】　　［略］
　イ　農村環境向上活動　［略］
別記２：注）［略］

別記３　
北海道地域活動指針項目の説明
３ 草地の活動指針
（１） 基礎部分［略］
（２） 誘導部分
  ア　農地・水向上活動
ａ　機能診断・ｂ　計画策定　［略］
　　ｃ　実践活動　　
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	【農用地に関する項目】
　　　□農用地法面の初期補修　［略］
　　　□鳥獣害防護柵の適正管理
　　　　・鳥獣被害防止のための防護柵の下草刈りや簡易補修等による
　　　　　適正な管理を行うこと。
　　　　・鳥獣被害防止のための有害駆除について、ワナ等による捕獲
を行うこと。
 　　　　(※ワナについては、防護柵と併用している地区があるのであ
　　　　　れば可)
　　　　・農業被害が増加している特定鳥獣（エゾシカ）の食害等を回
　　　　　避するため保護管理に向けた被害状況や目撃情報の収集活動
　　　　　や捕獲の活動をすること。
・隔障物の下草刈りや簡易補修等の管理を行うこと。
別記３：注1）［略］
：注2）［略］

：注3）平成22年4月1日付け改正の「鳥獣害防護柵の適正管理」の説
明については、平成22年4月1日以降の活動から適用されるもので
ある。

	【農用地に関する項目】
　　　□農用地法面の初期補修　［略］
　　　□鳥獣害防護柵の適正管理
　　　　・鳥獣被害防止のための防護柵の下草刈りや簡易補修等による
　　　　　適正な管理を行うこと。又は、新たに鳥獣害防護柵を設置し、
　　　　　適正な管理を行うこと。
　　　　・鳥獣被害防止のための有害駆除について、ワナ等による捕獲
　　　　　を行うこと。
 　　　　(※ワナについては、防護柵と併用している地区があるのであ
　　　　　れば可)
　　　　・農業被害が増加している特定鳥獣（エゾシカ）の食害等を回
　　　　　避するため保護管理に向けた被害状況や目撃情報の収集活動
　　　　　や捕獲の活動をすること。
・隔障物の下草刈りや簡易補修等の管理を行うこと。又は、
必要に応じて新たな隔障物を設置し、適切な管理を行うこと。
別記３：注1）［略］
　　　：注2）［略］
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